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Ｈ
26
年
度
の
市
政
は
、
安
倍
首
相
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
を
景
気
回
復
の
兆
し
と
評
価
し
、
市
民
に
ま
す
ま

す
負
担
増
を
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
市
民

の
暮
ら
し
の
厳
し
さ
、
苦
し
み
を
思
い
や
る
姿
勢
は

あ
り
ま
せ
ん
。
党
議
員
団
は
、
125
件
の
議
案
の
う
ち

84
件
に
反
対
し
、
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

反
対
の
第
1
の
理
由
は
、
消
費
税
増
税
に
乗
じ
た

生
涯
学
習
施
設
な
ど
71
の
公
共
施
設
・
事
業
の
使
用

料
、
利
用
料
の
値
上
げ
と
市
外
の
子
ど
も
入
園
料
有

料
化
、
国
保
料
限
度
額
引
き
上
げ
、
高
校
授
業
料
の

所
得
制
限
の
導
入
は
、
負
担
増
を
さ
ら
に
押
し
付
け
、

暮
ら
し
を
直
撃
し
ま
す
。

　

第
２
は
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
が
2
0
1
5

年
か
ら
実
施
さ
れ
る
と
同
時
に
、
静
岡
市
は
公
立
保

育
園
・
幼
稚
園
を
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
を
表
明
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
公
の
保
育
の
実
施
義
務
の
後
退
、

保
護
者
負
担
の
増
加
、
保
育
基
準
に
格
差
が
生
じ
か

ね
な
い
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

第
3
は
、
静
岡
病
院
の
独
立
行
政
法
人
へ
の
移
行

は
、
自
治
体
リ
ス
ト
ラ
の
一
環
で
あ
り
、
議
会
の
関

与
が
弱
ま
り
、
住
民
か
ら
か
け
離
れ
た
目
線
で
採
算

第
一
主
義
、
不
採
算
部
門
の
切
り
捨
て
、
労
働
条
件

悪
化
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
で
す
。

　

第
4
は
、
定
員
管
理
計
画
で
職
員
を
削
減
し
、
全

職
員
の
4
人
の
1
人
は
非
常
勤
職
員
と
い
う
状
況
で

す
が
、
さ
ら
に
職
員
を
減
ら
す
こ
と
で
す
。
自
治
体

職
員
は
、
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
公
共
の
利
益
の
た

め
に
責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
。
職
員
削
減
は
、
自
治

体
と
市
民
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

　

予
算
の
使
い
方
を
福
祉
優
先
に
切
り
替
え
、
行
政

の
役
割
で
あ
る
住
民
の
福
祉
増
進
を
果
た
せ
る
よ
う
、

党
議
員
団
は
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

４月から年間使用料が大幅値上げとなる「ゆ･ら･ら」

市外の子どもが有料化になる日本平動物園のロッシーとバニラ
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水
道
庁
舎
建
設
問
題

　

葵
区
七
間
町
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て

い
る
水
道
庁
舎
に
つ
い
て
、
24
年
９

月
に
基
本
設
計
で
議
決
さ
れ
て
い
た

33
億
6
0
0
0
万
円
の
建
設
費
が
、
実
施

設
計
段
階
で
昨
年
末
に
59
億
円
に
増
嵩
し

ま
し
た
。
ふ
く
ら
ん
だ
中
身
は
、
当
局
説

明
に
よ
る
と
、
労
務
費
・
資
材
高
騰
、
耐

震
強
度
追
加
、
街
の
に
ぎ
わ
い
に
資
す
る

た
め
の
鈴
木
学
園
入
居
に
伴
う
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
消
火
・
換
気
施
設
の
増
設
、
等
と

い
う
も
の
で
す
。

　

党
市
議
団
で
は
、
水
道
庁
舎
が
災
害
時

の
危
機
管
理
本
部
機
能
の
役
割
を
果
す
こ

と
、
耐
震
対
策
は
万
全
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
、
映
画
館
撤
去
で
失
わ
れ
た
街
の
に
ぎ

わ
い
に
資
す
る
、
な
ど
か
ら
建
設
に
は
賛

成
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
当
初
の
基
本
設

計
段
階
で
よ
り
綿
密
・
慎
重
な
検
討
が
必

要
で
あ
り
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
も
っ

と
早
く
追
加
・
修
正
す
る
見
通
し
を
示
す

必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
水
道
当
局
の

姿
勢
に
問
題
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
市
民
に
十
分
説
明
す
べ
き
で
す
。

　

リ
ニ
ア
新
幹
線
凍
結
を

　

リ
ニ
ア
新
幹
線
建
設
に
つ
い
て
日
本
共
産
党
市
議

団
は
、
①
国
民
的
な
要
望
も
必
要
性
も
な
く
、
②
地

震
断
層
帯
を
突
き
抜
け
る
危
険
性
、
③
現
新
幹
線
の

３
倍
以
上
も
の
電
力
使
用
、
④
現
新
幹
線
の
津
波
地

震
対
策
を
優
先
す
べ
き
、
な
ど
か
ら
反
対
の
立
場
で
、

市
長
に
凍
結
の
意
見
表
明
を
す
る
よ
う
昨
年
末
に
要

請
し
ま
し
た
。

　

静
岡
市
環
境
影
響
評
価
専
門
家
会
議
の
市
長
へ
の

答
申
で
は
、
地
下
水
や
生
態
系
・
景
観
に
与
え
る
影

響
が
大
き
く
、
南
ア
ル
プ
ス
の
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
登
録
の
阻
害
要
因
と
な
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
環
境

へ
の
影
響
を
回
避
・
低
減
す
る
よ
う
、
最
善
の
措
置

を
講
ず
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

党
市
議
団
も
、
答
申
の
内
容
で
一
致
で
き
る
さ
ま

ざ
ま
な
方
々
と
の
共
同
を
大
切
に
し
て
、
環
境
保
全

を
求
め
る
市
議
会
決
議
に
賛
成
し
ま
し
た
。

  

各
団
体
の
請
願
・
陳
情
に
賛
成

　
　
　
　
　
　
　
　

党
議
員
団

　

静
岡
市
医
療
と
福
祉
を
よ
く
す
る
会
は
国
保
料

引
き
下
げ
の
請
願
を
行
い
、
共
産
党
議
員
団
は
５

人
全
員
が
紹
介
議
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
教
組
は
、
教
育
委
員
会
の
役
割
を
存
続
さ
せ

る
こ
と
と
、
首
長
や
国
の
権
限
強
化
に
よ
り
地
方

教
育
行
政
を
ゆ
が
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
国
に

意
見
書
を
上
げ
て
ほ
し
い
と
陳
情
し
ま
し
た
。

　

ご
み
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
静
岡
の
陳
情
は
、
容
器
包
装

の
拡
大
生
産
者
責
任
を
強
化
す
る
た
め
、
関
係
法

律
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
上
げ
る
こ
と

等
を
内
容
と
す
る
も
の
で
す
。

　

党
議
員
団
は
、
こ
れ
ら
の
請
願
、
陳
情
に
賛
意

を
表
明
し
ま
し
た
。

議案への態度（主な会派）　　　○賛成　　×反対

議　　案 共産党 自民 新政会
（民主含む） 公明 静翔会

（みんなの党含む） 維新の会

H26年度一般会計予算
（使用料・利用料値上げ
子ども・子育て支援新制度
静岡病院の独立行政法人移行）

× ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険予算
（最高限度額引き上げ） × ○ ○ ○ ○ ○

市職員定数削減 × ○ ○ ○ ○ ○

国保料1人1万円引き下げの
予算組み替え、条例改正 ○ × × × × ×

国保料引き下げ請願 ○ × × × × ×

教育委員会の役割存続を求め
る陳情 ○ × × × × ×

　

市
非
常
勤
職
員
の
報
酬

　

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
実
現

　

市
職
員
の
削
減
が
進
む
一
方
、
非
常
勤
職
員
は

全
職
員
の
４
人
に
１
人
と
増
え
て
い
ま
す
。
５
年

に
１
度
の
雇
い
止
め
、
低
い
賃
金
が
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
報
酬
引
き
上
げ
、
労
働
条
件

拡
充
な
ど
、
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
要
求
し
て

き
ま
し
た
。
新
年
度
か
ら
、
非
常
勤
職
員
の
報
酬

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
、
働
い
て
４
年
目
以
降
の
報
酬

引
き
上
げ
が
実
現
し
ま
し
た
。

水道庁舎建設予定地

国保料引き下げ運動この１年

　11月市議会に、署名1万5千余を添えて国保引き下げ請願を
行いました（写真右）。2月議会には23団体から請願が行われま
した（写真左は代表の提案趣旨説明）。いずれの請願にも共産党
議員団は紹介議員となりました。

予算修正案を提案
　共産党議員団は、議案提案権を得たその第２弾として、新年
度国保関係予算に対する修正提案を行いました。一般会計から
繰り出し額を18億円増やし、保険料を1人1万円引き下げよう
とするものです。前年度繰越金の大幅増、41億円に膨らんだ国
保基金を見れば引き下げは十分可能です。しかし他の会派はこ
れを否決、市民の切実な声を理解できないのかと疑問の声が上
がりました。

１万円引き下げの条例案を提案

否決の他党派に市民の怒り
　共産党議員団は、均等割（１人当り）１万円引き下げを求め、
国民健康保険条例改正案を提案しました。しかし他党会派は市
民の切実な声を無視、否決しました。理由も示さず否決したこ
とに市民から怒りの声があがっています。
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教
師
の
待
遇
改
善
を
求
め
る

　

小
中

学
校
教

師
の
労

働
環
境

に
つ
い

て
、
改

善
を
図

る
立
場

か
ら
質

問
し
ま

し
た
。

　

教
師
の
仕
事
は
、
授
業
と
そ
の
た
め
の
準
備
、

成
績
処
理
、
ク
ラ
ブ
活
動
指
導
、
児
童
会
・
生
徒

活
動
な
ど
合
わ
せ
る
と
18
の
業
務
に
分
け
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
き
わ
め
て
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
初
め
か
ら
1
日
の
労
働
時
間
で
あ
る
7
時
間

45
分
に
は
納
ま
ら
な
い
の
で
す
。

　

時
間
外
労
働
の
実
態
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ

ろ
、
最
も
多
い
月
で
、
2
ヶ
月
連
続
で
80
時
間

を
超
え
た
教
員
が
小
学
校
39
人
、
中
学
校
101
人
、

1
ヶ
月
で
100
時
間
超
が
小
学
校
18
人
、
中
学
校
249

人
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
に
は
自
宅
で
の
持

ち
帰
り
残
業
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
結
果

報
告
は
不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
の

数
値
は
も
っ
と
も
多
い
月
だ
け
の
も
の
、
80
時
間

超
は
2
ヶ
月
連
続
し
な
け
れ
ば
公
表
な
し
、
80
時

間
未
満
は
報
告
な
し
、
持
ち
帰
り
残
業
は
調
査
し

て
い
な
い
な
ど
実
態
を
正
確
に
反
映
し
て
い
ま
せ

ん
。

　

1
ヶ
月
以
上
の
病
欠
者
は
73
人
、
行
政
職
場
よ

り
そ
の
比
率
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
職

場
の
忙
し
さ
の
影
響
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。

　

全
教
（
全
日
本
教
職
員
組
合
）
の
2
0
1
2
年

全
国
調
査
で
は
、
平
日
の
平
均
勤
務
時
間
は
小
学

校
で
10
時
間
54
分
、
中
学
校
で
10
時
間
54
分
と
い

う
結
果
が
あ
り
ま
す
が
、
静
岡
市
の
場
合
も
「
残

業
の
日
常
化
」
は
決
し
て
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

残
業
を
減
ら
す
カ
ギ
の
一
つ
は
、
学
級
規
模
を

少
な
く
す
る
こ
と
で
す
。
浜
松
市
で
は
、
小
学
校

1
年
生
で
30
人
学
級
制
を
16
校
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
静
岡
市
の
回
答
は
、
35
人
編
成
を
国
に
要
望

と
い
う
段
階
で
す
。

　

教
師
が
生
き
生
き
と
学
校
職
場
で
働
け
る
か
ど

う
か
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。
職
場
の
労
働
の
実
態
を
し
っ
か
り
調

査
す
る
こ
と
と
、
そ
の
た
め
の
根
本
的
対
策
を
求

め
ま
し
た
。

 

公
約
違
反
の
大
増
税
に
喝

　

静
岡

市

は
、

４
月
よ

り
総
合

運
動
場

・
体
育

館
・
三

保
真
崎

グ
ラ
ン

ド
使
用

料
等
、
71
施
設
・
施
策
へ
の
消
費
税
増
税
を
提
案
、

市
議
会
は
賛
成
多
数
で
こ
れ
を
決
め
ま
し
た
。（
政

党
で
は
共
産
党
だ
け
が
反
対
し
ま
し
た
）

　

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
こ
れ
ま
で
無
料
だ
っ
た

桜
ヶ
丘
テ
ニ
ス
場
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
7
施
設

の
入
浴
料
等
25
の
施
設
の
有
料
化
を
提
案
。
子
ど

も
た
ち
に
対
し
て
は
、
日
本
平
動
物
園
・
登
呂
博

物
館
・
静
岡
科
学
館
な
ど
、
こ
れ
ま
で
無
料
（
中

学
生
以
下
）
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
、
今
後
は
市

内
の
子
ど
も
は
無
料
、
市
外
か
ら
来
る
子
ど
も
は

有
料
に
す
る
等
、
収
入
の
な
い
子
ど
も
に
差
別
し

た
提
案
を
し
て
き
ま
し
た
。
担
当
局
長
は
、
理
由

が
付
け
ば
公
約
違
反
に
な
ら
な
い
と
開
き
直
る
答

弁
を
し
ま
し
た
。
内
田
議
員
は
、
合
併
公
約
に
違

反
し
た
負
担
増
で
あ
り
増
税
は
撤
回
す
べ
き
と
厳

し
く
追
及
し
ま
し
た
。

 

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
や
め
よ

 

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
守
れ

　

来
年

4
月
か

ら
実
施

さ
れ
る

子
ど
も

子
育
て

支
援
新

制
度
に

伴

い
、

市
は
市

立
幼
稚
園
・
保
育
園
を
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
保
護
者
と
施
設
が
直
接
契
約
に

な
る
こ
と
、
認
定
に
よ
っ
て
保
育
時
間
に
上
限
が

設
定
さ
れ
、
必
要
な
保
育
が
受
け
ら
れ
な
く
恐
れ

が
あ
る
こ
と
、
保
育
施
設
・
事
業
が
多
元
化
、
多

様
化
し
、
保
育
基
準
や
保
育
条
件
に
格
差
が
持
ち

こ
ま
れ
る
こ
と
、
保
護
者
負
担
の
増
加
な
ど
の
問

題
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
問
題
は
、
保
育
に
欠
け
る
乳
幼
児
は
市
町

村
が
保
育
所
で
保
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
保

育
の
実
施
義
務
」
が
後
退
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

で
す
。

　

市
が
新
制
度
移
行
で
も
責
任
持
つ
よ
う
質
し
た

の
に
対
し
、
「
市
の
保
育
に
関
す
る
責
任
が
後
退

す
る
こ
と
は
な
い
」
と
答
弁
。
こ
の
姿
勢
を
今
後

も
堅
持
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

 

「
経
済
活
力
の
源
泉
」

　
　

＝
中
小
企
業
の
支
援
を　

市
長

は
施
政

方
針
に

お
い
て

「

ア

ベ

ノ
ミ
ク

ス
の
も

と
で
景

気
回
復

が
感
じ

取
れ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
11
月
市
が
実
施
し
た
景
況
調
査

で
は
、
経
常
利
益
は
悪
化
し
て
お
り
、
経
営
上
の

最
大
の
問
題
は
「
売
り
上
げ
・
受
注
不
振
」
と
約

半
分
の
企
業
が
答
え
、
さ
ら
に
４
月
か
ら
の
消
費

税
増
税
分
を
価
格
に
転
嫁
で
き
な
い
企
業
は
24
％

に
及
ん
で
い
ま
す
（
左
表
）
。
調
査
結
果
の
概
要

で
は
「
市
内
の
企
業
に
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
は

期
待
以
上
に
は
及
ん
で
い
な
い
」
と
指
摘
し
て
い

ま
す
。
庶
民
の
暮
ら
し
や
営
業
は
、
格
差
が
広
が

り
苦
し
む
ば
か
り
。

　

落
ち
込
む
静
岡
市
経
済
を
振
興
す
る
た
め
に
、

「
経
済
活
力
の
源
泉
」「
経
済
や
暮
ら
し
を
支
え
、

牽
引
す
る
、
社
会
の
主
役
」（
中
小
企
業
憲
章
）

で
あ
る
中
小
・
小
規
模
企
業
者
を
抜
本
的
に
支
援

す
る
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
重
要
で
す
。 山本明久 議員

内田りゅうすけ 議員

寺尾　昭 議員

鈴木せつ子 議員

田辺市政と対決、各分野の市民の

〈静岡市の経済〉

2007 ～ 12（5年間）の減少

雇用者数 －22,600人

商店数 －2,460店

年間商品販売額 －1,680億円

市景況調査（2013.11実施、508社回答）

売り上げ・受注不振 46.9％

原材料・仕入価格上昇 36.6％

消費税増税を転嫁できない 23.8％

主な施設の使用料値上げ一覧

施　設　名 内　　　容

清水テルサ 会議室・研修室の使用料値上げ

ゆらら 年間使用券70歳以上
（18,000→25,000円）外

老人福祉セン
ター（７施設）

入浴料　市内居住60歳以上
（0→100円）

日本平動物園 市外の子ども　入園料（0→150円）

静岡科学館 市外の子ども　入館料（0→120円）

登呂博物館 市外の子ども　観覧料（0→50円）

市立保育園・幼稚園の認定子ども園
移行に対する市民意見（抜粋）

（H25年12月～ H26年1月実施）

市の保育責任の後退を危惧する 983件

教育・保育の質の向上になるの
か疑問

76件

待機児童解消を優先すべき 50件

市民への説明不足 50件

移行の必要性なし 30件

総意見数 1,337件

2014年3月31日 し ず お か 市 政 新 報 第63号　（2）

医
療
、子
育
て
で
討
論
を
リ
ー
ド

当
初
予
算
議
会
・
代
表
質
問
よ
り

　

市
長
の
施
政
方
針
、
市
民
の
負
担
軽
減
、

市
立
病
院
独
立
行
政
法
人
化
問
題
、
子
ど

も
子
育
て
支
援
新
制
度
、
介
護
保
険
、
家

庭
ご
み
問
題
、
教
育
行
政
な
ど
11
項
目
で

静
岡
市
政
を
質
し
ま
し
た
。

　

田
辺
市
長
は
、
施
政
方
針
で
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
を
評
価
し
て
い
る
が
、
市
民
は

物
価
高
の
直
撃
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
上

消
費
税
増
税
は
、
市
民
の
暮
ら
し
と
営
業

を
壊
す
も
の
。
政
府
に
増
税
中
止
を
求
め

る
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。
市
民
の
負
担
軽

減
を
行
う
た
め
、
国
保
料
の
引
き
下
げ
と
、

25
施
設
に
わ
た
る
使
用
料
の
値
上
げ
は
止

め
る
べ
き
、
と
主
張
し
ま
し
た
。
保
育
制

度
が
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
に
な

り
、
市
は
い
ち
早
く
公
立
保
育
園
と
幼
稚

園
を
統
合
し
、「
認
定
こ
ど
も
園
」
に
す

る
方
針
を
示
し
ま
し
た
が
、
市
の
保
育
責

任
を
回
避
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
止
め

る
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
経
済
を
元
気
に
し
て
い
く

た
め
、
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
策
定

や
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
拡
充

を
求
め
ま
し
た
。

　

家
庭
ご
み
有
料
化
問
題
は
、
ご
み
の
分

別
・
資
源
化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
有

料
化
は
き
っ
ぱ
り
止
め
る
べ
き
と
の
質
問

に
は
、「
26
年
度
も
、
ご
み
減
量
の
た
め

の
地
域
説
明
会
を
行
う
」
と
答
え
、
委
員

会
で
は
「
廃
棄
物
政
策
課
か
ら
『
ご
み
減

量
推
進
課
』
に
し
、
取
り
組
み
姿
勢
を
明

確
に
し
た
」
と
も
答
え
ま
し
た
。

　

静
岡
市
の
施
政
方
針
は
従
来
と
変
わ
ら

ず
、
経
済
が
落
ち
込
み
、
市
民
の
暮
ら
し

の
負
担
感
が
増
し
て
い
る
時
、
市
民
の
暮

ら
し
、
福
祉
を
守
る
市
政
へ
の
転
換
が
必

要
で
す
。

西谷ひろ子 議員

の願い実現へ論戦 ―日本共産党―
　

日
本
共
産
党
静
岡
市
議
団
は
、
市
民
に
サ
ー
ビ
ス
削
減
と
負
担
増
を
押
し
付
け
る
田
辺
市
政
と
対

決
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
願
い
実
現
へ
５
人
全
員
が
代
表
質
問
・
総
括
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

市
民
病
院
独
立
法
人
移
行

　

市
は
2
0
1
7
年
度
か
ら
市
立

静
岡
病
院
を
地
方
独
立
行
政
法
人

に
移
行
さ
せ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
経
営
の
合
理
化
が

図
ら
れ
、
採
用
人
事
の
弾
力
化
が

進
む
と
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
の

公
立
と
ど
う
違
う
の
か
明
確
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
独
法
の
予
算
決
算

は
直
接
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け

な
く
な
り
、
市
民
の
目
か
ら
遠
く

な
り
ま
す
。
ま
た
民
間
化
へ
の
布

石
で
、
公
的
責
任
の
後
退
に
な
り
、

職
員
の
身
分
も
公
務
員
で
な
く
な

り
不
安
定
化
す
る
と
の
危
惧
も
議

論
の
中
で
は
払
拭
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

市
議
団
は
３
月
、
京
都
市
、
堺

市
、
大
阪
府
の
各
独
法
化
病
院
を

視
察
し
ま
し
た
。

認
定
こ
ど
も
園

　

2
0
1
5
年
度
か
ら
の
こ
ど
も

子
育
て
新
制
度
に
つ
い
て
は
、
幼

稚
園
と
保
育
園
を
合
体
、
認
定
こ

ど
も
園
へ
の
移
行
方
針
が
国
か
ら

示
さ
れ
、
市
は
忠
実
に
具
体
化
を

進
め
て
い
ま
す
。
市
民
の
心
配
、

現
場
の
声
は
後
回
し
に
な
り
、
反

映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
保
育
料
な

ど
の
基
準
も
示
さ
れ
ず
保
護
者

も
不
安
を
抱
い
て
い
ま
す
。
入
所

手
続
が
施
設
と
の
直
接
契
約
に
な

る
こ
と
で
、
公
の
責
任
が
果
た
さ

れ
る
の
か
疑
問
の
声
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
市
当
局
は
以
前
と
変

わ
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま

す
が
、
引
き
続
き
注
視
し
、
市
が

責
任
を
曖
昧
に
し
な
い
よ
う
運
動

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

消費税、各種使用料の負担増は止めよ

ごみ減量のための学習会（市議団主催、2月）

独法京都市立病院で説明を受ける（3月）


